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査が入り漁獲制限という話にならなければ良いと思
います。最後に突然の話でビックリしていますが、
日本製紙の尾藤秀士会員が転勤のため本日付で退会
したいとのことで報告します。私からは以上です。
◎退会会員挨拶－尾藤秀士会員

　6月 18 日付をもって静岡県へ転勤
となりました。今後スケジュールが
一杯で例会に出席出来るのは今日が
最後になりそうですので退会の話を
致しました。一昨年の 6 月に勿来へ
着任ですので、勿来ロータリークラ

ブに約 2年お世話になりました。短い期間ではあり
ましたが会員の皆様にはいろいろと勉強させて戴き
感謝申し上げます。大変お世話になりありがとうござ
いました。
◎幹事報告－佐藤政司幹事
・北茨城ロータリークラブ 35 周年のあゆみという記
念誌が届いております。回覧致しますのでご覧下さい。
・年次報告書と年次計画書を来月 10 日頃までに宜し
くお願いします。
◎会員名簿について－鈴木雅之副幹事
　次年度の確認のため住所録を回覧致しております。
職業分類も後藤会員より上って参りましたので一緒
に回覧します。どちらも確認をお願いします。
◎各委員会報告
◇出席委員会－児玉小委員長
　本日の出席率は下記の通りです。なお 5月の平均
出席率は 82.07 パーセントでした。
◇スマイルボックス委員会－川口小委員長
・いわき勿来ロータリークラブさんに深甚なる敬意を
表して。　　　  分区ガバナー補佐　比佐　臣一 様

分区会計　草野　洋治 様
・いわき分区ガバナー補佐 比佐臣一様、分区会計
草野洋治様の来訪を祝して。押田、船橋、越田和、

◎会長報告－遠藤会長
　皆様、今日は。まず、ゲストの紹介を致します。
いわき分区ガバナー補佐比佐臣一様と分区会計の草
野洋治様です。比佐様からは後程卓話を頂戴するこ
とになっています。お二人には今年度いろいろと当
クラブもお世話になりました。お陰さまで無事に大
過なく務めさせて戴きました。感謝申し上げます。
　今日の私の話は鰹の話です。前に鮪のお話をしま
したが鰹も危なくなってきたというニュースを時々
目にします。漁獲量は増えていますが資源が減って
きているようです。私達にとって鮪より身近な魚が
鰹です。私は関西育ちですので、いわきに来るまで
あまり新鮮な鰹を食べたことはありませんでした。
鰹と言えば鰹節か生節位です。いわきに来て最初に
鰹の刺身をにんにくで食べてビックリしました。こ
んな美味しいものは無いと驚きました。鰹は黒潮の
贈りものと言われます。南の島からやって来て新緑
の季節に関東の沖合いで採れる爽やかな味の初鰹と、
紅葉の頃三陸の沖を南下して来る旨みたっぷりの戻
り鰹、1年で 2種類の楽しみを提供してくれます。私
達には無くてはならない貴重な魚です。最近の鰹を
見ると市場に出て来るのが遅く、痩せて小さいもの
が多いように感じます。鰹の漁獲量は世界的に激増
しているようですが、いわきは減少しています。漁
船が少なくなっているのも原因の一つかもしれませ
ん。しかし、一番の原因は欧米がヘルシー志向に向
かい食べ始めたことです。刺身等では食べず缶詰に
することが多く、特に鰹は背中が青い魚ですのでＤ
ＨＡ等が豊富に含んでいます。そこで中国などの漁
船が南太平洋で育っている最中の鰹を小さい内に巻
網漁法で一網打尽に採り、欧米に缶詰として輸出し
ています。ここで採りそこなった鰹がぐるっと周り
日本にやって来るそうです。日本での漁獲量が減っ
ているのは由々しき問題です。鮪に続き鰹も資源調

ゲスト

いわき分区ガバナー補佐　比佐　臣一	様
会　計　草野　洋治	様

ロータリーソング
－今月はスマイルボックス理解協力
　　　　　　　　　　月間です－
4つのテスト
　			佐藤　英二	会員

川口、富岡、児玉、後藤、髙木、生駒、佐藤（英）、
渡邉（公）、渡辺（勉）、松崎、牧野、金成、釣巻、
峯口、矢吹、髙萩、矢代、関根、櫛田各会員及び遠
藤会長、赤津副会長、鈴木（雅）副幹事
・5月 19日鮫川河川敷公園の清掃作業お疲れ様でした。

鈴村、富岡、斉藤、川口、生駒各会員
・誕生祝いありがとうございました。

佐藤（英）、川中各会員
・前回例会休んでごめんなさい。

川中、越田和、佐藤（英）、横木各会員
・本日早退ごめんなさい。　　　　　　　　 鈴村会員
・昨日の愛好会コンペにて、好天とパートナーとハン
ディに恵まれ優勝することが出来ました。 峯口会員
・2年間大変お世話になりました。　　 尾藤秀士会員
◇ＩＴ検討委員会－吉野小委員長

　会員の皆様にアンケートを行った
結果、パソコンの出来る方 50％、携
帯でメールが出来る方も 50％でし
た。ネットワーク構築には時期尚早
という結論に達しました。しかし、
ホームページの作成にはご賛同戴き

ましたので現在作製中で、6月末位までには完成予定
です。
◇親睦活動委員会－佐藤次男委員
　会長杯ゴルフコンペが 6 月 6 日に開催予定です。
夜は金成会員の別宅で反省会を行います。会費は 1
人 1,000 円で飲み放題食べ放題になっています。しか
し、財政も厳しくな
っておりますのでご
家庭で眠っているア
ルコールがあれば持
ち込み自由です。そ
れと 5月の誕生者に
誕生祝を差し上げま
す。5月 13日川中正
二会員、5月16日佐藤英二会員です。前の方へどうぞ。
おめでとうございます。
◇米山記念奨学会委員会報告－髙木孝道会員
　去る 5月 23 日福島で歓迎会があり出席して参りま
した。午前 11 時より地区米山記念奨学会委員会の加
藤委員長さんを始め各役員のご挨拶がありました。
分区からは内郷ロータリークラブの山守さんと桜
ロータリークラブの遠藤さんが出席されました。分
区にいる 3名の奨学生も出席し盛大に行われました。
◎ガバナー補佐挨拶

　第 2530 地区いわき分区
ガバナー補佐　比佐　臣一 様

　昨年 7月 28日、ガバナー補佐として
始めていわき勿来ロータリークラブ
さんを訪問させていただきました。
そして、あっという間に 11 ヶ月が過

ぎ去りました。2 週間前には、いわき分区の事務引
継ぎをさせていただきました。渡邉公平ガバナー補
佐と次期分区役員の皆さん、そして現会長、会長エ
レクトも入って、とても和やかな会合となりました。
懇親会に入り、私はとても温かい雰囲気に酔いしれ、

大分酩酊し、特に鈴木修一郎会長エレクトにはご迷
惑をおかけしました。素晴らしいメンバーに継承し
てもらい、私たち現役員一同は胸を張って次年度を
迎えることが出来ると喜んでおります。
　第 2530 地区にとって年間で最大かつ最も重要な昨
年の地区大会も、二日目の午後となりますと広い会
場は空席が拡がり櫛の歯が抜けたような有様でした。
司会者が残っているロータリアンに向かって開口一
番呼びかけました。『真のロータリアンの皆様！』会
場には大きな歓声が湧き起こりました。私自身、8年
前のクラブ会長当時に空席を気にしながら毅然とし
た態度もとれず中途退席したことがあり、ガバナー
補佐になって初めて非常識極まることであったと反
省した次第です。いわき分区では、唯一、勿来クラ
ブさんだけが全員残って悠然としておりました。今
年だけでなく前からこうであったと伺い、大変感動
し、わが身の至らなさに身の縮む思いでした。6月 8
日には、新旧会長・幹事会ならびに新旧いわき分区
役員の会合が行われますが、その席でこのことの改
善改革を問題として提起するつもりです。
　4月 8 日、声をかけられて、ケアハウス小名浜で、
平均年齢 80 歳をこえる先輩の皆さんに『私の目指す
生き方』と題して講演をしてまいりました。結びと
してこんな話を致しました。『今、皆さんは、この年
齢になって私の話を聞くために椅子に座り耳を傾け
ていらっしゃるが、皆さんの同級生は殆どすでにあ
の世に旅立ってこの世には存在していない。両親か
ら健康な身体を頂き、恩師や先輩友人から恩恵を享
けたからこそ、今ここに生きている。こんな有難い
ことはない。子供が顔を見せないと愚痴をこぼした
り、人を羡んだりする生き方は間違っている。私た
ちは、両親や社会から受けた恩を深く認識し、亡き
両親や社会に対する恩返しをする気持ちで生きるこ
とが大切だ』と力説してきました。『そのためには、
仏壇や神棚に手を合わせるだけでなく、どんな小さ
なことでもいい、すぐ近くに居る人のお役に立つこ
と、他の人の喜ぶことをしてやってほしい。自分か
ら進んで明るい挨拶をし相手の話に耳を傾けること
だって素晴らしいことである。』と訴えました。私
は、若い時から現在まで、多くの人に支えられ、励
まされて何とか此処まで生きてくることが出来まし
た。わたしは、『私の人生の骨格を作ってくれた恩人
各位がこの世に残した思いや志の一部でも、自分が
努力して実行することが恩返しだと思って生きてい
る。』と語りかけ、『周りの人の笑顔を見ることを生
甲斐にしてはどうですか。』と語って話を結びました。
人の命は有限であり、私たちはすべて、生まれた瞬
間から死に向かって歩み続けております。以前にも
語りましたが、『後に残った人の心の中に生きるなら、
死んだことにはならない』というスコットランドの
詩人の言葉を考え、『歩いた後に一輪の花を咲かせた
い。』と願いながら、老いの坂道を優しくしかも毅然
として歩み続けたいと念願しております。勿来クラ
ブさんから賜りました友情に衷心より感謝申し上げ
卓話を閉じたいと存じます。


